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地域の水

１．水環境と人間活動のかかわり

水環境：建築および都市・地域においてさまざまな形態で存在する水と，それを人々が利用し，また，

それから種々の影響を受けている総体

①治水機能（洪水排除，河川・水路の維持，地下水涵養など）

②利水機能（生活・工業・農業での水利用，水運など）

③環境保全機能（生態系の維持，気候調節，地域空間と景観の維持など）

④親水機能（レクリエーション，精神的生活空間としての利用など）

図　水環境と人間活動のかかわり（出典：参考文献１））

２．治水機能

「治水」＝「水を治める」

　→洪水のコントロールだけではなく，舟運や取水利用するための工事なども含めた総称が元来の意

味か？

「水を治めるものは，国を治める」

（１）明治以前の「なだめる」方式の治水

「流速を緩める」ことを第一とし，大洪水に対してはある程度の氾濫を前提

＋農業用水の確保と舟運を念頭においた「流量の安定」を主眼

（２）近代の「押し込める方式」の治水

「洪水は川が処理するもの」，そして「できるだけ早く海へ押し出す」ということだけを考えた

「まっすぐ」な川
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（３）「総合治水対策事業」への転換

流域の雨水流出抑制や建築物の耐水化等も含めた治水に

図　信玄堤（出典：参考文献３））

３．利水機能

（１）昔の上水道

・1632年起工の加賀前田藩の辰巳用水

・江戸の玉川上水

・通潤橋

　　矢部町ホームページより（http://www.town.yabe.kumamoto.jp/1_0/frame1.htm）

通潤橋は熊本県上益城郡矢部町長原にあります。江戸時代に造られた日本最大の水を通す石橋です。

農業用水や生活用水を白糸台地に送るために、矢部手永の惣庄屋・布田保之助らによって1854（安

政元）年に完成しました。

約６キロメートル離れた笹原川の上流から水を引き、水路の総延長は約30キロメートル、かんが

い面積は約42ヘクタールにも及び、通潤橋の完成後に、約100ヘクタールもの新しい水田が開墾さ

れました。現在では約170ヘクタールに水を送っています。

1960（昭和35）年に国の重要文化財に指定されました。
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（２）利用しうる水

水道水，天水（降水），地表水，河川水，湖沼水，貯水池，地下水，井水，湧泉水，伏流水，再生

水，海水など

（３）渇水と再生水の利用

・再生水の用途：水洗便所洗浄用雨水，散水，修景用水，消火用水など

４．環境保全機能

（１）生命の維持，生態系の維持（人も，植物も，他の動物も）

（２）水による温熱環境の調整，光環境の調整，音環境の調整，空気環境の調整

・水面や緑地が周囲の温熱環境に影響→高温化の抑制

・建築における気候緩和

夜間の放射冷却，屋根散水による蒸発冷却と熱取得の低下，伝統的民家の屋根の蒸発冷却，打

ち水・池の蒸発冷却，植物の蒸発散による冷却効果，熱源としての川や海など

５．親水機能

（１）水に接する機会

・建築的水空間

・ウォーターフロント

・河川や湖沼空間

→近自然工法

（多自然型川づくり→http://www.mlit.go.jp/river/kankyou/tashizen/index.html）

（２）水との距離

・近い水空間

水辺空間（階段状水際，連続床，水面持ち上げ）

水上空間（泉殿，釣殿，橋，伝石，船）

水中空間

・中程度の距離の水空間

川の流れや大きな滝

・遠い水空間

山の向こうの海，海辺から見える地平線
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（３）水量と演出

・水の量

ちょろちょろ（毎分0.1m3程度）

ひたひた（毎分１m3程度）

ざあざあ（毎分数m3程度）

ごうごう（毎分数m3程度）

・水空間演出のための装置

流水（水路，せせらぎ，小川・・・）

落水（滝，筋落ち，布落ち，膜落ち・・・）

噴水（噴射，湧水，放水・・・・）

溜水（池，プール，起流，造波・・・・）

（４）ウォーターフロントの開発・再開発

１）港湾周辺部の開発・再開発（百道浜，博多港，三角東港，三角西港など）

２）河川・運河の開発・再開発（小樽運河など）

３）建築物・施設レベルでの開発・再開発（坪井川と唐人町の建物など）

４）伝統ある水辺空間の蘇生・活用・再開発（柳川の掘り割り，長崎・眼鏡橋など）
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